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　「みんなでスクイを造ろう会」を中心に、潮の流れ
で崩れた石積みの修復作業が行われました。
　海岸線に孤を描くように石を積み上げて行われるス
クイ漁は、満潮時にスクイの内側に集まり取り残され
た魚介類を、干潮時に捕獲する仕掛けです。干満差・
日本一と呼ばれる有明海に適したこの漁法を守ってい
けるよう毎年行われています。

　長崎県交通安全母の会連合会の主催で、地域住民の
交通安全意識を高め、地域社会全体の交通安全の確保
を図ることを目的とした、交通安全キャラバンが開催
されました。
　本年度は市役所で出発式を開催し、キャラバン車や
広報車などの車列で交通安全を呼び掛けました。

地域の活性化を目指す

スクイの石積み修復作業

地域の安全を守る

　　長崎県交通安全キャラバン出発式

石積みの修復作業を行う皆さん（新田海岸）石積みの修復作業を行う皆さん（新田海岸）

島原半島一円車両パレードへ出発島原半島一円車両パレードへ出発

　島原市中学校体育大会駅伝競争大会が島原復興ア
リーナ周回コースで開催されました。男女共に７チー
ムが参加し、５区間（11.818 キロ）で争われた女子
の部は有明中Aが８連覇、６区間（20.172 キロ）で
行われた男子の部は有明中Aが７連覇を達成し、同中
が７年連続となる男女アベック優勝を飾りました。

スポーツの振興を図る

　島原市中学校体育大会駅伝競争大会
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をつなぐ有明中学校女子チームをつなぐ有明中学校女子チーム

古典芸能の継承を目指す

第 39回島原城薪能

　島原藩の時代から親しまれてきた「能・狂言」の
伝統文化を継承していこうと、第 39回島原城薪能が
開催されました。
　島原狂言「釣ろうよ」は、昔から島原で語り継がれ
てきた狂言をもとに、島原のオリジナル狂言として新
たに創作された、有明海を舞台にしためでたい郷
土狂言です。今年は、新型コロナウイルス感染拡大の
終息を祈願した「鯛つり」が披露されました。

肥前島原こども狂言　島原狂言「釣ろうよ」肥前島原こども狂言　島原狂言「釣ろうよ」
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